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現況と課題の整理 ～人口予測の視点から～

資料１
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1

スケジュールスケジュール

1～３回

•現況と課題の整理

３～４

回

•理念・目標・全体構想案の検討

５回

•中間報告

６～７

回

•中間報告意見集約

•地域別街づくり構想の内容と役割の検討

平

成

27
年

度

• 将来像の把握

（人口予測等）

•市民アンケートの検討

（市民意向の把握）

• 都市構造評価

現況の課題の整理

回

•地域別街づくり構想の内容と役割の検討

8回
•中間報告意見集約

•地域別街づくり構想の内容と役割の検討

9回
•地域別まちづくり構想案検討

10回
•実現化方策案検討

11～12
回

•マスタープラン改定 原案検討

13回
• ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ改定答申案検討

平

成

28
年

度

• 都市構造評価

（他市との比較）

各段階において

事務局より案を提示

委員による審議・検討

今後の作業の進め方
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将来像の把握将来像の把握（人口予測の視点から）（人口予測の視点から）

総人口の推移と将来推計
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総人口ピーク

人口等を分析し、人口減少に関する市民との意識共有、今後目指すべき将来の方

向と人口の将来展望を示すため「長野市人口ビジョン」を策定中

⇒「長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し施策を展開する
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出典：長野市人口ビジョン（素案）
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将来像の把握将来像の把握（人口予測の視点から）（人口予測の視点から）
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将来像の把握将来像の把握（人口予測の視点から（人口予測の視点から））

地域ブロック別人口移動の推移
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社会増減の推移
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出典：長野市人口ビジョン（素案） 5

将来像の把握将来像の把握（人口予測の視点から）（人口予測の視点から）

過去の出生・死亡の推移
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将来像の把握（人口予測から）将来像の把握（人口予測から）
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将来像の把握（人口予測から）将来像の把握（人口予測から）

人口規模とサービス施設の立地

（生活関連サービスの縮小）
出典：国土交通省資料

人口減少が

まち・生活に与える影響
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人口

土地

建物

人口増加社会

将来像の把握将来像の把握（人口予測の視点から）（人口予測の視点から）

空家・店舗工場跡地や

耕作放棄地の増加

人口減少が

まち・生活に与える影響

人口

土地

建物

人口減少社会

人の数は減少

物の数は変わらない

人口が減少する一方で住宅数は変わらない

経済・産業活動の縮小や後継者不足等

⇒空き家、空き店舗、工場跡地数は増加

⇒景観の悪化、治安の悪化、防災上の問題
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市町村の人口密度と行政コスト
富山市の市街地の人口密度と

都市施設の維持費用の関係

将来像の把握将来像の把握（人口予測の視点から）

人口密度と行政コストの関係

（税収減による行政サービスの低下）

人口減少が

まち・生活に与える影響

出典：国土交通白書H26

出典：富山市資料
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将来像の把握将来像の把握（人口予測の視点から）（人口予測の視点から）

今後、進展が見込まれる少子高齢化及び人

口減少を克服し、将来世代に活力ある地域

社会を引き継いでいくため ５つの視点で

目指すべき将来の方向

（人口ビジョン素案より）

視点１ しごとの創出と確保

視点２ 移住・交流の促進

視点３ 少子化対策・子育て支援

社会を引き継いでいくため ５つの視点で

施策を実施し一定規模の人口を確保する

視点４ 活力ある地域づくり

視点５ 広域市町村連携

持続可能な都市構造の構築
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